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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　令和８年の年頭にあたり、本県農業ならびにＪＡグループ石川の一層の発展を祈念
し、一言ご挨拶を申し上げます。
　さて、地域農業を取り巻く環境は、担い手不足や経営環境の変化など多くの課題を抱
える一方、食料供給の基盤として、引き続き極めて重要な役割を担っております。
　国においては、令和７年４月から「食料・農業・農村基本計画」に基づき、食料安全
保障の確保を柱として、農業の持続的発展と農村の活性化に向けた施策が進められてお
ります。
　気候変動や国際情勢の変化が農業経営に影響を及ぼす中、地域で農業を守り、安定的
に食料を供給していく役割は、ますます重要となっております。
　こうした中、ＪＡグループ石川では、昨年策定した「第40次ＪＡグループ石川基本戦
略」に基づき「食と農を基軸に、地域になくてはならないＪＡ」を目指し、担い手の確
保・育成、生産基盤の強化、農産物の生産・販売力の向上など、持続可能な地域農業の
確立に向けた取り組みを引き続き進めてまいります。
　また、能登地域におきましては、地域農業の維持・再生に向け、なお一層の取り組み
が求められていることから、関係機関と連携しつつ、組合員の皆様の営農とくらしを支
える支援を継続してまいります。
　昨今の不透明な世界情勢や、それに伴う事業環境の変化等に対し、経営理念に掲げる
「生産者と消費者を安心で結ぶ懸け橋」として、持続可能な農業と食の提供に努め、「な
くてはならない全農」であり続けられるよう、役職員一丸となって取り組んでまいりま
す。
　結びに、会員ＪＡの皆様には、旧年にも増して格別のご支援・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

新年のご挨拶
ＪＡ全農いしかわ
　運営委員会会長　西　川　一　郎
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　11月20日（木）～21日（金）、地域農業を担っていく担い手への出向く活動を通じた生産基盤の維持・強化、活
動の活性化に向けた組織作りなど、地域農業の課題解決に資する優良事例を共有するとともに出向く担当者間の
ネットワークを構築し、更なる活動のレベルアップをめざすことを目的に、神奈川県横浜市で「ＴＡＣ・出向く
活動パワーアップ大会2025」が開催されました。
　恒例のＴＡＣ・出向く活動における優良な取組み事例に対する表彰では、今年度新たに設定された「ＪＡ部
門・米集荷特別表彰」においてＪＡ小松市が全国受賞、ＴＡＣ部門ではＪＡ金沢市アグリセンター中部松寺・山
本智広所長が「地区別優秀賞」を受賞し、石川県として11年連続での全国受賞となりました。ＪＡ小松市につい
ては、これで３回目の全国受賞となったことから「トップランナーズＪＡ表彰」も併せて受賞しました。
　ＪＡ小松市の『役職員一体化による全農家への集荷向上推進』と題した取組みでは、米価高騰による大幅な集
荷数量の減少を受け、“役職員一丸での全農家577名への集荷推進”を実施し、紙袋の無償配布による「ふるい下
米」集荷など一つ一つの要望や課題に対応して、前年を上回る出荷契約数量・集荷数量となっていることが評価
されました。また、ＪＡ金沢市・山本所長の『岐路に立つ担い手への総合的な事業支援』と題した取組みは、急
な規模拡大となった担い手に対して“関係機関と連携したコンサルティング”を実施し、経営の見通しや営農の改
善策などの提案を行い、将来ビジョンを示して不安の払しょくに取り組んだ内容で、担い手の農業経営の安定化
と地域の農地維持にも繋がる活動として評価されました。
　このほか、担い手営農サポートシステム（ＮＥサポシステム）の活用定着・促進を目的に設定されている「担
い手営農サポートシステム特別表彰」では、一定基準以上のシステム活用をされたＪＡ加賀・ＪＡ金沢市・ＪＡ
石川かほく・ＪＡはくいの担当者12名が受賞されました。
　今大会はＪＡ全農が単独で開催する最後の大会となり、次回からはＪＡ全中・営農指導実践大会と統合し、内
容はリニューアルされる予定ですが、担い手に出向く活動については継続・発展させていくものであり、今後も
「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」に向けた支援と活動の更なる充実に努めます。

TAC営農推進課
営農戦略室

開発
広報課

ＴＡＣ・出向く活動パワーアップ大会2025が
開催されました

大会の様子

　11月29日（土）、「いい肉の日」に合わせ、ツエーゲン金沢ホーム戦にて石川県
産ＰＲイベントを開催しました。プレーオフ進出がかかるこの日の来場者は過去
最高の9,872名となり、大盛況となりました。
　当日は、能登牛そぼろマヨ・能登豚生姜焼きの「ひゃくまん穀おにぎり」400個
を無料配布。開始前から長い列ができ、各回約５～10分で配布終了となりました。
「おにぎりが美味しい」「ひゃくまん穀の魅力を初めて知った」との声が多く、石川
県産米のＰＲにつながりました。
　また、五郎島金時焼き芋の試食会や、じゃんけん大会も実施。勝者には五郎島金

時をプレゼントし、会場は大いに盛り上がりました。さらに、能登牛牛スジの試食も200名分提供し、「肉の旨みが
しっかり感じられる」と好評を博しました。
　ファンクラブ限定の抽選会では、ひゃくまん穀精米や五郎島金時など、県産品が当たる企画も開催しました。
　また、11月30日（日）にいしかわ総合スポーツセンターでの金沢武士団ホーム戦（対 新潟アルビレックスBB）
にて、石川県産米「ひゃくまん穀」のＰＲイベントを実施しました。
　特設ブースでは、２日間来場した方限定で「とり野菜みそ紅鮭ちゃんちゃん焼き」
と「大野醤油豚ときのこのしぐれ煮」の期間限定２種類を300個提供しました。相手
チームサポーターからも「ふっくらして美味しい」「具材も石川らしさが感じられる」
と好評を得て、石川県産米の魅力をＰＲする絶好の機会となりました。
　今後もスポーツイベントを通じて、石川県産農畜産物の普及活動とＰＲに積極的に
取り組んでまいります。

配布の様子

選手へおにぎり提供

ツエーゲン金沢・金沢武士団　イベント開催！
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　12月12日（金）～13日（土）に農機施設課特設会場におき
まして農機施設課・自動車課合同の農機お買得市・軽トラ
市を開催、２日間で63名の方にご来場いただきました。
　会場では、各ＪＡから出品いただいている中古農機を中
心に、旧型機・実演機や全農共同購入・低コストコンバイ
ンなどのお買得農機や軽トラック、軽バンを多数取り揃
え、多くの商談･成約に繋がりました。
　近年、人件費や物流費、原材料費の増嵩に伴い農業機械
価格が上昇する中、ＪＡグループによる生産資材コスト低
減に向けた取組強化が大変重要になっています。
　今後も農機お買得市を定期開催し、農機と営農車の品揃えを充実させ、より組合員の皆様のニーズに応えられ
るよう取り組んでまいります。

　令和７年11月18日（火）～11月20日（木）、クボタアグリサービス（株）の協力により、県内３会場（加賀、金
沢、能登）にて「トラクタ試乗実演会」を開催しました。
　今回の実演会では、「高速×高能率」をテーマに、最新型トラクタＭＲ・ＳＬシリーズや高精度自動操舵機、各
種精密作業機（ロータリー・カルチ・ローラー・ディスク・オフセットモア他）をご用意し、実際に試乗や操作
を体験していただき、最新農機の性能をご確認いただきました。参加された方からは、「実際にトラクタに乗って
自動操作システムを体感することができ、とても参考になった。」などの声が寄せられました。雨天となった会
場では展示のみの開催となりましたが、各会場とも多くの方にお越しいただきました。
　農機施設課では、今後も担い手生産者のニーズに応える最新農機の提案や各種イベントを企画してまいります。

農機
施設課 ＪＡ担い手応援トラクタ　実演キャラバン

農機施設課
自動車課
合同企画

農機お買得市×軽トラ市の開催
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　特設ブースでは、２日間来場した方限定で「とり野菜みそ紅鮭ちゃんちゃん焼き」
と「大野醤油豚ときのこのしぐれ煮」の期間限定２種類を300個提供しました。相手
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こんにちは！ジャコム石川です。
いつもＡコープや共同購入をご利
用いただきありがとうございます。
たくさんの「エーコープマーク
品」からおすすめ品をご紹介して
いきますのでチェックしてみてく
ださいね。

ＪＡグループのプライベートブラ
ンド商品です。
国産農畜産物を優先的に利用し、
国内製造・国内加工、環境へも配
慮し、食品添加物の摂取低減を基
本とした安全・安心な商品です。

「エーコープマーク品」ってなに？

ＪＡはくい 女性部 宮崎 禮子 様

エーコープマーク品

今回は「国産野菜を使った農協のとろあま
ソース」をご紹介します。
国産野菜100%使用！野菜の美味しさをぎゅっと
詰め込んだソースです！

●ちくわ  ２本
●さけるチーズ  ２本
●大葉  ６枚
●豚肉ロース  ６枚
●片栗粉  適量
●塩コショウ  適量
●エーコープこめ油 大さじ１
●エーコープ国産野菜を
　つかった農協のとろあまソース
 大さじ３

材料（2人分） 

………………………
………………

…………………………
…………………

………………………
…………………

 ……     

…………………     

農協のとろあまソース仕立て・
和風チーズインロール。

豚肉やチーズとも相性バッチリのレシピです！
ぜひ作ってみてください！

農協のとろあまソース仕立て・
和風チーズインロール

作 り 方

※さけるチーズの代わりにきゅうりやアボカドをいれても美味しいよ!!

豚肉に塩コショウを振る
ちくわは縦方向に１か所切り目を入れる
さけるチーズは縦に３等分する
さけるチーズを大葉で巻き、ちくわに挟む
豚肉を広げて④を巻く
⑤に片栗粉をまぶす
フライパンにこめ油を入れ、⑥を並べて
弱火で焼き、焼き色が付いたら「国産野
菜を使った農協のとろあまソース」を回
しかけとろみが付いたら出来上がり

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
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ぜひ作ってみてください！

農協のとろあまソース仕立て・
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ちくわは縦方向に１か所切り目を入れる
さけるチーズは縦に３等分する
さけるチーズを大葉で巻き、ちくわに挟む
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⑦
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　株式会社米心石川では2025年12月19日（金）から2026年3月18日（水）までの期間、受験生を応援する「受験生
応援プロジェクト」を実施しています。12月19日（金）より「受験生応援おにぎり」を販売開始。同時に、金沢
フォーラス３Fにて合格祈願絵馬を設置し、チャリティーキャンペーンも行っています。

　今年は、県立能登高校の生徒が考案した「プルコギ」と、昨年の同校２年生が考案した「能登豚肉みそ」の
２種類のおにぎりが、期間限定で発売されます。いずれも県産米「ひゃくまん穀」を使用し、工夫を凝らした
た自信作です。種類を考案した高校生からは、「ガツンと気持ち入れて頑張ってほしい」「おにぎりを食べてス
タミナをつけてほしい」といった声が寄せられています。パッケージには、それぞれ「豚豚拍子！」「ぎゅ～っ
と詰まった合格パワー！」といった応援メッセージも印刷されています。

　金沢フォーラス３Fでは、受験生やご家族が願いを書き込める合格祈願絵馬
コーナーを設置。プロジェクト終了後は、集まった絵馬を金澤神社でご祈
祷・お焚き上げし、受験生の健闘を祈願します。
　また、期間中は受験生応援おにぎり１個の販売につき５円が県立能登高校に
寄付される「チャリティーキャンペーン」も同時開催。おにぎりを購入いただ
くだけで、地域の復興や応援活動にもつながる温かいプロジェクトです。
　みなさんも、この機会に“おにぎり”で受験生を応援してみませんか？

石川県の受験生を“おにぎり”で応援！

「受験生応援プロジェクト」2025年度も開催！「受験生応援プロジェクト」2025年度も開催！

高校生発案「ひゃくまん穀おにぎり」が登場！

合格祈願絵馬やチャリティーで受験生と地域を応援
県立能登高校の学生
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